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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
マクロ理論の ミクロ経済学的基礎づけの研究 は、二つの問題群に分 けることができる。一っ は、
経済主体の合理的選択 との整合性の問題であ り、他 は、多数の市場 において多様 に生起する不均衡
につ いての理論 を確立することである。
標記の論文 は、主たる目的を第二の問題群 の分析においている。 まず第1章 では、従来の理論で
は、 いかな る市場で も数量:割当が需要 と供給 の両面で同時に拘束 となっていない ことが数量割当に
よる市場均衡の条件 として先験的に上 げられていたが、なぜそのよ うな状態が実現す るかにっいて
の理論 は提示 されていない。宮越氏は、「市場 の気配」 という概念を新たに導入 して、 このような
状態 の実現 について内生的 に説明す る理論を展開 している。 この着想 は、現実の経済か ら示唆をえ
てお り、説得的な説明原理を提供 している。第2章 では、国際経済モデルを もちいて、財政政策 の
効果 について分析 している。数量割当が結果を左右する要であることか ら、まず、経済 データを も
ちいて国際市場にお ける供給割当にっいて検討 し、割 当ルールを特定 し、 モデルを設定 している。
不均衡状態 は、ケインズ的不均衡など4つ の位相に分類 されるが、政策 の当該国および外国の国内
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総生産、貿易収支などへの効果は、当該国と外国がそれぞれ位置す る不均衡 の位相 に依存 して、異
なることを明 らかに している。 これはマ ンデル等の理論 の一般化 と して評価で きる。失業 の存在す
る経済 における仕事再分配 は割当政策の一種であるが、第3章 では、退職時期 と年金受給開始時期
の繰 り上げによる労働者の生涯労働時間の短縮 による仕事再分配政策 によってパ レー ト効率的な改
善が可能 となる条件を明 らかに し、OECD諸 国 はこの条件を満た してることを種 々のデー タを も
ちいて確認 している。第4章 においては、 クレジッ ト・カー ドの利用可能性 は店舗数 によ って制約
されるので、数量割当の一事例 とみなす ことがで きるとの考えにたち、取扱店舗 の普及が消費者の
厚生、消費行動におよぼす影響 について検討 している。第5章 は、 ランバー ト・モデルを改良 し、
同時に入手可能なデータ(1974年 か ら1995年 の短期経済観測)を 理論の検証 に利用できるように加
エすることによって、理論 と実証分析の適切 な結合を図 り、 日本の大企業 と中小企業 における失業
構造の異同について実証分析をおこなっている。
上述のように、宮越氏の論文 は不均衡(数 量割当 による均衡)に ついての研究であるが、その特
徴は、理論 と実証 を分業化せず、問題意識の形成および理論上の問題の解決への鍵を実際の経済の
うちに求 め、理論 を展開 していること、 また同時に、理論を現実の経済の説明 に利用す るために、
再解釈 し着実 に実証分析を推 し進めていることである。第4章 が主体的均衡の分析に終始 している
ことなど、一層の展開が必要である点 もあるが、同氏 の論文 は、不均衡分析への貢献 として評価に
値する。
よって標記の論文は博士(経 済学)論 文 として合格 であると判定する。
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